




















対象にした研究が主である（田中 , 2001; 小野 , 












































The relationship between stressor, stress reaction and mentoring patterns in 












































受講している大学 2～ 5年生 228 名（男子 137 名、






























































































































































大学の先輩」が 160 名、「教師」が 95 名、「家族」




校・大学の後輩」が 165 名、「家族」が 35 名、「親
戚」が 8名、「地域の人」が 5名、「塾や家庭教師
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また、第 1、第 2、第 3の結論すべてに関連して、
ストレッサーやストレス反応を防ぐような支援に
ついて考える必要があろう。すなわち、キャリア
メンタリング授受のバランスの偏りや、メンタリ
ング行動によるストレッサーの増大を防ぐ変数の
特定と、具体的な学生支援の方策を提案すること
である。
3　終わりに
大学生におけるメンタリング授受については、
これまで研究がなされてこなかったと思われる。
現在、大学教育改革に関わって、学士課程につい
て、「社会人基礎力」や「ジェネリックスキル」
といった「身につけるべきもの」の特定がなされ
てきているが、それらの涵養の基礎、あるいは風
土となるような、大学生におけるメンタリング授
受に関する基礎的研究を蓄積してゆく必要があろ
う。
また、特に教職課程を受講し、教師という進路
を考えている学生にとって、メンタリングの授受
がキャリア発達上にどのような意義を持つのかに
ついての基礎的知見の蓄積が必要である。
例えば、中央教育審議会答申「教職生活の全体
を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につ
